























































 鋳造体を製作する場合, 合金の凝固・冷却によっておこる収縮を補う方法と して, 埋没材の膨
 張が利用されてぎた。 しかし, 極めて高度な精度が要求される歯科鋳造体では, 埋没材の膨張や
 合金の収縮以外の因子が, 寸法糖度に与える影響を無視することはできない。
 たとえば外側性鋳造体の場合, 埋没材による中子によって合金の収縮が抑制され, その結果鋳
 造収縮率が少なくなり, しかも埋没材の強度が大きければ, その抑潮力は大きいといわれてきた。
 しか し, これを論ずる場合, 冷却中における埋没材と合金の物性値の変化, 鋳造体の形状などに
 ついて, 総合的に検討 しなければな らない。
 この点を明らかにするため, 2種類のせっこう系埋没材 (ク リストバライ ト埋没材, 石英埋没
 材) と, 合金として相変態のある合金 (A衡25wt%Cu, C恥47wt% Zn) と, 相変態のない合金
 (Au4 wt% Cti, Cu-30 wt% Zn) を用いて以下の実験を行った。
 窪ず, これらの埋没材と合金の700。C から室温に至るまでの熱膨張係数, 彌生係数, 降伏点や
 破砕強度の測定を行った。
 次に, これらの埋没材と合金を用い, 計8種の組合せにおいて, 円筒型鋳造体を製作し, それ
 ぞれの鋳造収縮率の測定を行った。
 さらに, 測定 した物性値を用いた数値解析によって, 埋没材と合金の間で冷却中に生ずる熱応
 力と, それに伴う合金の変位量から, 円筒型鋳造収縮率を求めた。
 その結果, 以下の結論を得た。
 i. 埋没材を 700。C まで加熱し, 冷却したとぎ, これの弾性係数と破砕強度は, 低温になるにっ
 れて 小さ くなった。 一方, 合金の弾性係数と降伏点は, 埋没材とは逆に低温になる につれて大
 きくなった。 特に相変態のある合金では, その相変態温度付近で弾性係数, 熱膨張係数, 降伏
 点は糊変態温度以上では著しく 小さくなった。 しか し相変態のない合金の降伏点は, 高温でも
 あまり小さくな らなかった。
 2. 円筒型鋳造体の鋳造収縮率測定の結果, 相変態のない合金での鋳造収縮は自由収縮とほぼ同
 じであったが, 相変態のある合金では自由収縮が抑制され, 鋳造収縮は日露収縮よりも 0.i～
 0.6%ほど小さくなった。 寮た, 高濃において引張強度の小さい合金では, 冷却中に鋳造割れ
 を起すことがあった。
 3. 数値解析の結果, 高温において降伏点の大 きな合金は, 冷却中に塑性変形を起さず, ほぼ臼
 由に収縮でぎることが示された。 一方, 高温において降伏点の小さい合金では, 冷却中に合金
 と埋没材の聞に発生 した熱応力によって塑性変形を起 し, 鋳造収縮が抑制されることが示され,
 その傾向は実測 値と一致 した。
 4. また, 数値解析の結果, 鋳造割れを起す合金と埋没材の組合せの場合には, それを起さない
 場合よ り大きな熱応力 が発生 していたことも示された。
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